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■内 容

■見どころ・審査のポイント

絵画競技では、提示されたテーマをもとに、選手が自由な発想で作
品を制作します。使用できる画材は 水彩絵の具・色鉛筆・パステル・
クレヨンなど。四つ切りサイズの画用紙（水彩紙／一般画用紙）から
好きなものを選び、自身で画材を持ち込み、競技時間２時間３０分で
作品を描き上げます。

絵画競技は、参加選手がそれぞれの感性をのびやかに発揮し、自由
な発想と表現力を競い合うものです。同じテーマであっても、色づか
い、構図、技法、表現の方向性などは選手ごとに大きく異なり、ひと
つとして同じ作品はありません。選手それぞれが自身のペースで創作
に向き合う姿や、作品に込められたストーリー・工夫を感じ取ってい
ただくことが、この競技の最大の見どころです。

■この競技種目に関係する職種で活躍している人々

絵画競技で求められる感性・表現力・技術は、さまざまな職種で
活かされています。アート・デザイン分野、クリエイティブ制作分
野、文化・教育・福祉分野、企業でのデザイン活用分野等。
色を選ぶ力、ものを観察する力、イメージを形にする力は、多く

の職場で重要なスキルとして活かされます。
絵画競技は、単に上手さや技巧を競うものではありません。発想

力・集中力・構成力・作業への取り組み姿勢など、制作過程を含め
た総合的な力を評価します。こうした力は、絵画に限らず、多くの
アビリンピック競技や、働く場面でも大切にされる力です。
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